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持続的な抗体応答を支える長期生存プラズマ細胞の分化機構

特別講演1

COVID-19（1）

SARS-CoV-2 M
pro

阻害剤TKB272の抗SARS-CoV-2活性に及ぼす

SARS-CoV-2パパイン様プロテアーゼ阻害剤の構造活性相関研究

SARS-CoV-2におけるメインプロテアーゼ阻害剤

東京都内で検出されたSARS-CoV-2の薬剤耐性変異
8.

P1.

肝炎（1）

HBV感染培養モデルを用いた新規SAG化合物の抗HBV活性の評価

経口投与可能なHBV destabilizer SAG-524の同定と新規治療戦略

新規HBV capsid allosteric modulator CBT-209の開発

耐性出現メカニズムの構造学的・ウイルス学的解析

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

単一ハロゲン原子置換の影響

UGT1A3 誘導剤がHBV RNA分解に及ぼす影響の解析
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Zero Transmission in Japan by 2030
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Zero Transmission in Japan by 2030について

特別企画

HIV感染症と人間の闘いの歴史

コミュニティーの取り組みと今後の課題

抗HIV療法の進歩と未来

9.

10.

11.

S1.

S2.

S3.

S4.

HIV-1潜伏感染細胞特異的排除戦略に有用な新規低分子化合物の評価

 DTG耐性HIVにも高い活性を発揮する阻害剤の開発

HIV-1 capsidを標的とする共有結合型抗HIV-1阻害剤の作用機序の解明

HIV/AIDS（1）

HIV-1の高度dolutegravir（DTG）耐性発現メカニズムの解明と
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肝発癌についての検討

Catalytic component RNF2の分解機序

C型肝炎に対し直接作用型抗ウイルス薬治療後SVRを得られた症例における予後、
18.

特別講演2

 潜在性C型肝炎ウイルス感染（OCI）

肝炎（2）

持続的ウイルス学的応答（SVR）を達成した患者における肝病態と

HCV感染によるPolycomb抑制複合体1 の

エボラウイルスの構造解析と創薬開発研究
P2.

16.

17.

ヘルペスウイルス薬剤感受性検査から得られた知見

広域スペクトル抗ウイルス薬の新たな創薬標的:Biomolecular condensates

ヘルペスウイルスUL26プロテアーゼの活性および特異性の評価系構築

2014年以降に国立感染症研究所ウイルス第一部で実施された

M1.

12.

13.

14.

15.

モーニングセミナー

B型肝炎ウイルス感染と抗ウイルス療法の効果

ヘルペス

自然免疫シグナル因子STINGに対する新規Negative regulator MANTの同定
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Good症候群の患者におけるCOVID-19の再発とウイルス進化

ロングリードNGSによるHIV-1重複感染例のウイルスゲノム解析

HIV感染症における早期ARTの効果の推計

HIV/AIDS（2）

CXCR4多量体形成が関連したHIV-1感染機序の解明と治療薬の探索

国内HIV伝播クラスタ解析が示唆する我が国のHIV感染の多面性

HIV残存ウイルスリザーバーが誘導する慢性炎症が血管障害を誘発する可能性

23.

24.

25.

26.

27.

SARS-CoV-2ブレイクスルー感染例から分離した広域中和抗体の解析

優れた抗ウイルス活性を有するSARS-CoV-2特異的なHLA-C拘束性CD8＋T細胞応答と
その分子認識機構の解明

ランチョンセミナー

Ending the HIV epidemicを視野に入れた治療と予防の現在

COVID-19（2）

HLA-A*24:02拘束性T細胞のSARS-CoV-2抗原変異に対する分子認識機構

L1.

19.

20.

21.

22.
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Compound library screening to identify latency reversal agent by 

コントロール不良のHIV感染者における重症mpoxの治療方針に関する検討

テコビリマット耐性エムポックスウイルス株に対する抗ウイルス剤の活性検討

I7Lプロテアーゼ触媒残基に着目した抗エムポックスウイルス療法薬の開発展望

utilizing retrovirus silencer reporter clone

29.

30.

31.

ワークショップ

世界最大の持続感染症「B型肝炎」は治癒できるのか？

HTLV-1発がん機序に基づく発症予防法、新規治療法の開発

新型コロナウイルスに対する中和抗体の研究開発

ATL・MPXV

WS1.

WS2.

WS3.

28.
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核酸アナログ症例における高感度HBコア関連抗原の検討

HIV-Tocky system to visualize proviral expression dynamics

CYP3A5およびUGT1A1の遺伝子多型が血漿中ビクテグラビル濃度に及ぼす影響

日本人HIV患者におけるビクタルビの薬物動態解析および薬理遺伝学解析

肝炎（3）

肝癌における免疫細胞の相互作用と癌進展機序に関する検討

抗ウイルス薬開発に向けたB型肝炎ウイルスxタンパク質の構造機能研究

欧米における2022年の原因不明の小児急性肝炎急増との関連が報告された
アデノ随伴ウイルス2型の国内症例における検討

HIV-1感染者における急性A型肝炎治癒遷延関連免疫解析

Native SEC mass spectrometryによるHIV Tat-TAR複合体の評価系構築

モーニングセミナー

HIV/AIDS（3）

ナノポアシーケンサーを用いたHIV-1近全長ゲノム解析と薬剤耐性遺伝子検査

HIV感染者におけるウイルス肝炎

M2-1.

M2-2.

32.

HCV排除後の経過と発癌

38.

39.

40.

41.

33.

34.

35.

36.

37.
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